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　お子さんが 3 歳をすぎる頃から少しづつ気になり始めるのが『甘
えとどう向き合うか』ではないでしょうか。衣服の着脱や、お片付
け、歩けないから抱っこなど、いつもは出来ることを甘えてしない
時、どこまで受け入れればいいか迷います。保育者にも個人差があ
り、『無条件に寄りそう派』もいれば、『自立心を養うために出来る
ことは極力自分で派』もいます。もちろん正解はありません。ちな
みに私は、『お子様を信じて十分に優しくして大丈夫派』です。私
たちも、普段は電車で立っていても、疲れが溜まって座りたい日が
あります。子ども達も同じです。園で頑張って疲れている時は、お
兄ちゃんから、赤ちゃんに戻りたい時があるのです。甘えたい欲求
があり、それを満たしてくれると信頼しているからこその表現です。
それが充分満たされれば、安心してまた冒険に出かけます。ずっと
補助輪で自転車に乗りたい子がいない様に、子どもたちは自立した
い生き物です。甘えてくれるのは今だけです。二度と戻らない貴重
な時期を逃さず、存分に優しくしてあげて下さいね。　山田 裕宇記

優しくして、大丈夫


